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今日の例会 2019年11月28日 来週の例会

■ 卓話

「節税の本質とお客様から教えて頂い

た経営者ありよう」

前田 興二 君

■ 今日の歌 「われらがロータリー」

■ 例会前 第8回創立55周年実行委員会

■ 12月５日（木）

卓話 「最近の話題」

北埜 登 君

■ 例会後 12月度定例理事会

会長の時間 大橋会長（11/21分）

例会日：2019年11月28日（木）
（令和元年11月28日）

今回は三クラブ合同例会でしたので会長の時間として話はしていませんから、今の状況を話します。

ひとつは姉妹クラブである、韓国のヨスRCより短期交換の申し出がありましたが、地区の方針によりRI理事会の

COP2.120に沿った青少年交換事業の見直しが進められているので、丁重にお断りをしました。

今まではクラブ間での短期交換が行われてきましたが、危機管理の問題があり何かあったときにクラブで責任を

持つのが難しいので見合わせる方向にきているのです。

ただし、ずっとやめると言うことではなくもう一度危機管理や保険の事なども考え、マニュアル等も作り体制を整

えてから再開するという考え方です。

もうひとつはタイのヤンナワRCから、グローバルグラントの話が来ています。

この案件はタイのアントン県にあるアントン病院に救急車を寄贈するという内容です。

これは今、地区に補助金申請をしていますが、地区ルールではクラブ負担が求められていて、ヤンナワの申請

にはRIルールに基づき、クラブ負担無しで申請が出されているために調整が必要となっています。

現在、地区と交渉していますが、結果次第では出来ないこともあり得ます。

この二つの件を皆様に報告して、会長の時間とさせて頂きます。

ロータリー財団月間

2019年11月21日（木）
於：オ・セイリュウ

3クラブ合同例会

No.2631・2632

会員コラム 鎌倉 徹

奈良県の南部に「大峰山」標高1,700メートル、古く

から修験道の山として山伏の修行の場であり現在

でも女人禁制である山がある。

会社の行事で、創業以来毎年7月に社員数名でこ

の大峰山に登り、山頂にある「大峰山寺」で護摩を

焚いてもらい、お札をもらってくる。時には取引先

の社員も同行することもあり、私も入社以来20年

間毎年登っている。ただ、これが想像以上に苦行

である。ひと月前位から憂鬱になり、一週間前位

には気分が悪くなる。当日、車で向かっていても途

中何回も引き返したくなる。お寺が開く午前6時に

登頂できるように、夜中に登り始めるが途中何度

も休憩し、半分位登ったところでやっと諦めて登る

決心がつく。それくらいの苦行である。と私は思う。

そんな「苦行」であるが、会社の伝統行事であるこ

と以外にもう一つやめられない理由ができた。数

年前に亡くなった従業員の奥さんとの約束だ。そ

れは、病気で亡くなった従業員の退職手続きでお

宅を訪問した際、お子さんが家の鍵に付けていた

大峰山寺のお守りを偶然目にし、なんとなく聞いて

みると会社で大峰山に登った時はいつも家族の分

を買ってきていたとの事でした。その時に、何を

思ったのか「これからは私が代わりに買ってくる」と、

言ってしまい・・・。

昨年手術した腰の状態もあり、後何年続けられる

か不安であるが、伝統と約束、この二つのことを守

る為に来年も「真夏の苦行」に立ち向かおうと思う。



委員会報告①

幹事報告 戸田幹事

《これからの予定》

【1】 11/28（木）第1回中・長期計画委員会

【2】 11/30（土）地区公共イメージ向上セミナー

（表中・長期計画委員長出席）

【3】 12/5（木）例会後、12月度定例理事会

【4】 12/7（土）第17回寺子屋子ども食堂

《連絡事項》

【1】 本日例会前、第8回創立55周年実行委員会

を開催致しました。

【2】 本日地区大会の名札を皆様にお配りしてお

ります。当日ご出席される際に、この名札を

必ずご持参の上、会場までお越し下さいます

ようお願い致します。また、大会2日目の「本

会議」にはクラブ紹介があり、大橋会長が登

壇されます。多数ご参加いただきますようお

願い致します。

出席報告 11月21日

（11/21）の出席者数：28名（4）
（11/14）の出席者数：31名（4）

11/14   ビジター3名：国際ロータリー第2660地区
パストガバナー 横山 守雄 様
大阪中央ミレニアルズロータリー
衛星クラブ議長 藤田 定信 様
東大阪ＲＣ 渋川 了 様

11/21出席率：52.83%

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：60名（免除11名）

10/31 11/7 11/14

HC出席 休会 33(3)名 31(4)名

MU出席 8(2)名 4(0)名

修正出席率 75.93％ 66.04％

１１月１６日、第１６回子供食堂を実施いたしました。

今回も素晴らしい秋晴の好天に恵まれました。子

供もその保護者の方もでしょうが、きっちりとした方

は次回都合により欠席の方はちゃんと事前に欠席

の連絡をいただきます。しかしすべての出席をボラ

ンティアの方を含め正確に把握することは、なかな

か困難でなにかロータリーの例会に似ています。

といっても、無駄に食事を用意することは最近よく

言われる食品ロスの問題もありますし、第一にもっ

たいないという感覚がはたらき、我々の年代では

何か罪悪感を感じます。しかし、足らないときはな

いとは言えません。過去あまりにもきっちり注文し

すぎ、食事の足らない時が２回ありました。その時

はいずれもボランティアの親しい方にお待ちいただ

き、バイクで買いに走りました。そんな中で今回１６

回目を迎えました。

いろいろと苦労は多いですが子供たちの笑顔、熱

心に協力をいただくボランティアの方々に支えられ、

奉仕の喜びとはこういうものかと知らされます。

さて、今回もいつものように、食事、学習、遊びの

時間というスケジュールですが、遊びの時間にな

ると参加していただいた山村会員が子供たちを連

れてお寺の竹やぶに、何事かとみていると藪から

切り出した竹を切り、子供たちと一緒に竹馬を作っ

てくださいました。また、残った竹の枝を使って竹

ぼうきも作りました。竹馬など知らない子供たちは

竹馬に乗る練習、小春日和のお寺の庭で、他では

経験のできない時間をみんなで過ごしました。

なお、今回の参加は子供たちが少し少なく１８名、ク

ラブよりは大橋会長、山村会員と私の３名いつもの

ボランティアの方、民生委員２名を含め１６名、社会

福祉協議会より１名の参加をいただきました。

55周年実行委員会
実行委員長 天野 正亮

11/23(土)東大阪市ウィルチェアースポーツ広場に

て、車いすソフトボール交流試合が開催され、社

会奉仕委員会と有志会員で開会式に参加してきま

した。

東大阪市ウィルチェアースポーツ広場は2020年12

月に花園ラグビー場の隣に移転予定で、東大阪市

スポーツのまちづくり戦略室が管理されています。

東大阪市は、障がい者と健常者が一緒に楽しめる

スポーツとして、ウィルチェアー(車いす)スポーツ

の普及に力を入れています。

東大阪東ロータリークラブとしても、そのお手伝い

をしたい、と言う気持ちから始まりました。

交流会開催にあたり、東大阪東ロータリークラブか

らは、ソフトボールと日除けタープを寄贈させてい

ただきました。

ホームラン等で広場の外に出てしまったボールは

取りに行く事が出来ず、ボール数が減ってきてしま

うのだそうです。

開会式では大橋会長が、日本車いすスポーツ振

興協会理事長様に、目録を手渡されました。

その後、交流試合が始まり、会員達で試合観戦を

し、車いすの試乗をさせていただきました。

11月下旬にしては暑いくらいの良いお天気で、正

にスポーツ日和でした。

委員会報告② 社会奉仕委員会
委員長 田原 さおり


